
株式会社ベネッセコーポレーション

学年 教科等 単元等 活用アプリ

中1-3 情報活用能力 SNSを安全に使うためにニセ情報・誤情報を知ろう オクリンクプラス

SNSを安全に使うために、ニセ情報・誤情報について理解する

準備：
・共有コードを使用して「課題説明カード」「発表資料用カード(4枚)」「振り返りカード」を取得する。
・みんなのボードを班の数用意する。

・課題説明カードを子供たちのマイボードに送信する。
・発表資料用のカード4枚を、全ての班のボードに送信する。

授業の流れ：
1. マイボードに送られた「課題説明カード」を各自開き、内容を確認する。
2. 各自、「課題説明カード」のリンクから総務省のURLを開き、資料を読む。

参考資料：総務省 「インターネットとの向き合い方～ニセ・誤情報に騙されないために～ 第2版」
https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/special/nisegojouhou/data/keihatukyouiku_big.pdf

3. 読み終わったら班になり、班ごとに、「クラスの人たちがニセ情報・誤情報を拡散することを防いだり、ニセ情報・誤情報
にだまされないようにするためには」という観点で、「課題説明カード」に記載されている９つの中から１つテーマを選ぶ。

4. 選んだテーマについて参考資料やインターネットで調べ、わかったことを班のボードにある「発表資料用カード」にまとめ
る。

5. 班でまとめたことを全体で発表する。ほかの班の発表をメモをとりながら聞く。
6. 先生から「振り返りカード」を子供たちのマイボードに送信する。各自「振り返りカード」を入力して提出BOXに送信する。

提出BOXを子供たちに公開し、全体で振り返りを伝え合う。

• 参考となるWebサイトのリンクを配信し、まずは参考資料から中心的な情報を読み取り、
分からないことや関心があることを検索して補足の情報を追加するという進め方ができます。

• 「クラスの人がだまされないように」という目的意識を持って調べたことをまとめたり、他の班の
発表を聞いたりすることで、学習を自分事としてとらえることができます。
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ICTサポータの活用事例
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振り返りカード（入力例）

イラスト出典：いらすとや https://www.irasutoya.com/

https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/special/nisegojouhou/data/keihatukyouiku_big.pdf
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カード入力例、使用例

１．課題説明カード

２．班で調べる、資料にまとめる ３．振り返りカード

イラスト出典：いらすとや https://www.irasutoya.com/
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